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安全運転をお願いします



現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

３ページ～   異文化交流で、新たな自分発見（特集）

８ページ～　 シリーズ

11ページ～ まちのわだい

1２ページ～ おおずニュース

15ページ～ おしらせ

２5ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド

２₈ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （地域おこし協力隊）

税　　　別 11月 12月 １月 ２月

市 県 民 税 4期 5期

固 定 資 産 税 4期 5期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 5期 6期 7期 8期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

11 月の納税など　納期限は 12月１日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　46,437人　（－43）
　男　　22,103人　（－27）
　女　　24,334人　（－16）
世帯数　20,284世帯（－14）

交通事故（昨年同期）

　件数　　118件（121件）
　死者　    5人（  1  人） 
　負傷者　152人（148人）

picture 写真

（2014年 9 月末現在）

　 9 月29日㈪、白滝地
区交通茶屋を取材しま
した。
　白滝保育所の児童 6
人が、反射材などの啓
発グッズを配りなが
ら、ドライバーに安全
運転を呼び掛けていま
した。
　県内では今年に入
り、50件以上の交通死
亡事故が発生していま
す。交通安全に、ご協
力をお願いします。

　

僕
の
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ

な
い
も
の
は
、
小
説
と
野
球
で

す
。
小
説
は
、
毎
日
帰
宅
し
て

か
ら
必
ず
読
ん
で
い
て
、
香こ
う

月づ
き

日ひ
の
わ輪
さ
ん
、
有
川
浩ひ
ろ

さ
ん
の
作

品
が
特
に
好
き
で
す
。
僕
は
将

来
、
本
の
出
版
に
携
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

所
属
す
る
野
球
部
で
は
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
て
い
る

の
で
、
み
ん
な
を
ま
と
め
な
が

ら
、
各
大
会
で
の
勝
利
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

好
き
な
言
葉
は
、
明
治
時
代

の
文
芸
評
論
家
・
高
山
樗ち
ょ

牛ぎ
ゅ
う

が
残
し
た
言
葉
の
ひ
と
つ
で
あ

る
、「
自
分
が
立
っ
て
い
る
所

を
深
く
掘
れ
」
で
す
。
こ
の
言

葉
の
よ
う
に
、
自
分
が
今
い
る

環
境
の
な
か
で
精
一
杯
努
力
し

て
、
読
書
と
野
球
の
両
立
を
続

け
て
、
文
武
両
道
を
目
指
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
大洲南中学校１年（現：大洲南中学校 ２年）

　白　井　　　優
ゆたか

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

広報大洲 11月号 2



　

大
洲
市
で
は
、
次
世
代
の
大
洲
市
を
担
う
中
学
生
を
対

象
に
、「
大
洲
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
異
国
の
文
化
や
歴
史
、
経
済
、
生
活
習

慣
お
よ
び
国
民
性
の
違
い
を
肌
で
感
受
し
、
そ
の
体
験
を

通
し
て
国
際
的
な
感
覚
の
涵か

ん

養よ
う

と
視
野
を
広
め
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
内
８
校
、
12
人
の
中
学
生
が
、
７
月
28
日

か
ら
８
月
10
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
に
滞

在
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
や
多
く
の

人
と
触
れ
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

異文化交流で、新たな自分発見（特集）
～大洲市中学生海外派遣事業～

写真上段左から　　大野さん　　村上校長　　福泉さん　　長谷さん　　松田さん　　竹内さん　　宮岡さん　　市尾教諭
　　下段左から　　有馬さん　　武田さん　　谷田さん　　吉良さん　　井上さん　　内さん

平成２６年度　大洲市中学生海外派遣事業日程

7月２₈日㈪ 大洲市を出発、
関西国際空港からケアンズ空港へ

7月２9日㈫ 体験活動、各ホームステイ先へ
7月30日㈬

～
₈月 1日㈮

体験活動、語学学校で英語の授業

₈月 ２日㈯
～

₈月 3日㈰
ホストファミリーと生活

₈月 ４日㈪
～

₈月 ₈日㈮
現地小学校交流事業、語学学校で英語
の授業、ホストファミリーと生活

₈月 9日㈯ ホストファミリーとお別れ、
ケアンズウォークラリー

₈月10日㈰ ケアンズ空港から関西国際空港へ
₈月11日㈪ 大阪からバスにて大洲市へ到着
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　僕は、このオーストラ
リア研修で、学んだこと
がたくさんありました。
そのなかでも一番心に残
っているのは、ホーリー
クロス小学校で交流をし
た時のことです。僕たち
とは違い、とても積極的
で、何より「自由だ！」
という気持ちが、はっき
りと伝わってきました。時には、周りを気にせ
ず自分の意志で行動できるということは、とて
も大切なことであり、僕たちが学ぶべきことだ
と思いました。
　ホストファミリーの家では、 ２、 3 日は食事
や会話でとても苦労しましたが、一日一日と日
が過ぎるなかで慣れていき、少しずつ会話もで
きるようになりました。しかしその一方で、自
分の英会話の未熟さを痛感しました。だから、
これからはより一層勉強に励んでいきます。そ
して、もっともっと英語が上手に話せるように
なったら、もう一度外国へ行こうと思います。
　貴重な体験をさせていただき、本当にありが
とうございました。

　私は、海外派遣事業で
日本では体験できないよ
うなことを、たくさんさ
せてもらいました。
　まず最初に、熱帯雨林
の町キュランダに向かい
ました。スカイレールに
乗って見る大自然に圧倒
されました。また、グレ
ートバリアリーフのグリ
ーン島で泳ぐことができたことは、最も印象的な
思い出です。透明で想像を超える美しさでした。
　ホーリークロス小学校では、テニスやダンス
をして、たくさんの子どもたちと交流をしまし
た。英語が飛び交っている状況に、最初は戸惑
いました。ホストファミリーの家は大きく、庭
にはプールがありました。伝わらない英語も多
くてジェスチャーを多く使いましたが、ホスト
マザーの言うことを理解することができたこと
が嬉しかったです。
　このような貴重な体験をさせていただいたこ
とに感謝して、英語をはじめこれからの勉強を
頑張っていこうと思います。

　僕は最初、オーストラ
リアに行くことが、とて
も楽しみでした。しかし、
いろいろなことに対する
不安もありました。
　オーストラリアでの前
半の約 1 週間は、体験活
動をしました。なかでも、
熱帯雨林やグレートバリ
アリーフでは、日本では
できないことを体験できたことが、とても心に
残っています。
　後半の約 1 週間は、小学校でバディのクラス
で授業を受けました。小学校の授業といっても、
話している言葉はすべて英語だったので、正直
何を言っているのかさっぱり分かりませんでし
た。でも、たくさんの子どもたちと話したり遊
んだりして、とても楽しく過ごせました。　
　オーストラリアにいた約 ２ 週間は、あっとい
う間に過ぎ、たいへん短く感じました。毎日が
楽しく充実していて、ここには書ききれないく
らいの、たくさんの経験を積むことができまし
た。この経験を、今後に生かしていけるよう、
頑張りたいです。

大洲南中学校

井上　大
だい

輔
すけ

さん

　私は、 ２ 週間という長
いようであっという間だ
った今回の海外派遣事業
を通して、異国の文化や
自然、生活習慣などさま
ざまなことを学ぶことが
できました。
　はじめの 1 週間は、世
界遺産であるキュランダ
やグリーン島に行き、オ
ーストラリアの広大な自然に触れることができ
ました。毎日お世話になったホームステイ先の
ホストファミリーや小学校の人たちは温かい人
ばかりで、私のつたない英語を一生懸命聞いて
くれたり、休日には買い物に連れて行ってくれた
り、他にも日本では絶対にできないような体験
をさせてもらいました。小学校は時間割や学年
の構成など日本の小学校との違いが多く、とて
も勉強になりました。この ２ 週間で一緒に参加
した大洲の仲間はもちろん、オーストラリアにも
多くの友だちができました。ここでの思い出は、
生涯の宝物です。このような貴重な体験ができ
たのも多くの人のおかげです。お世話になった
みなさま、本当にありがとうございました。

大洲北中学校

有馬みなみさん

大洲南中学校

内　　伸
のぶ

泰
やす

さん

大洲北中学校

大野　るりさん
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　ホームステイ先のア
ンガーソン家には、 ₈
歳になるスカーレット
ちゃんという女の子が
いました。一人っ子の
私にとって、かわいい
妹ができたみたいでな
んだか嬉しかったで
す。紙ふうせんを投げ

あったり、折り紙で鶴を折ったりと、日本の遊
びを楽しみました。
　しかし、接着剤「g

グ ル ―

lue」を青「b
ブ ル ー

lue」と聞き
間違えて、青い折り紙を渡してしまうなど、簡
単な単語ですら伝わらないことも度々で、正し
い発音の大切さを痛感しました。これから、学
校での英語の学習にこの経験を生かしたいです。
　今回初めて海外に行って感じたことは、人の
気持ちが同じなのに比べれば、多少の文化の違
いなどは小さなことではないかということです。
オーストラリアで出会った、おおらかで優しい
人たちの笑顔を私は忘れません。

　初めは不安もあった
オーストラリア研修。
でも、自分が想像して
いたよりも楽しく、か
けがえのない ２ 週間と
なりました。
　私が出会ったホスト
ファミリーの家には、
イタリアとスペインの
人も一緒に住んでい

て、毎日10人くらいでテーブルを囲み夕食を食べ
ました。私の、単語をつなげたような、たどたど
しい英語も、相づちを打ちながら最後まで聞いて
くれて、 ４か国の人とクリスマスやイースターの
話をして、毎日にぎやかで楽しかったです。
　最初の1週間は、世界遺産のキュランダの森や
グレートバリアリーフに行ったり、オーストラリ
アの自然や文化にふれたり、たくさんの感動を味
わうことができました。私が楽しく２ 週間を過ご
せたのは、素敵なホストファミリーや一緒にたく
さんのことを学んだ仲間、支えていただいた先生、
現地でずっとお世話をしていただいた人などたく
さんの人のおかげです。その新しい出会いやすべ
てに感謝して、これからもさらに頑張ります。

　私は、この海外派遣
の中で、貴重な体験を
いくつもさせていただ
きました。特に、私が
ホームステイした家に
は、スペインの人やイ
タリアの人もいて、い
ろいろな国の話をたく
さん聞くことができま
した。いろいろな国籍

の人と交流ができてとても嬉しかったし、この経
験を将来の自分にも生かせられるようにがんばり
たいです。
　この海外派遣は、たくさんの人たちの協力のお
かげで実現できたものだということを改めて知り
ました。オーストラリアに行く前にも、行ってか
らも、たくさんの人たちが私たちの面倒を見てい
ただき、気にかけてもらったことにとても感謝し
ています。
　また、ホストファミリーの皆さんは、私たちを
温かく迎え入れ、とても親切に接していただきま
した。本当にありがとうございました。
　大人になったら、またオーストラリアに行きた
いです。

大洲北中学校

武田　夏
なつ

美
み

さん

　まず、この15日間の
派遣はとても楽しいも
のになりました。その
楽しかった時間に、僕
が学んだことは ２ つあ
ります。
　 1 つ目は、自分の英
会話能力の未熟さで
す。特に、小学校へ
の授業参加の時には、

次々と投げかけられる質問に対して、頭が混乱し
てしまい、あいまいな返事しかできない場面が多
くありました。質問の意味が分かっても、簡単な
返事しかできず、自分の伝えたいことが伝わらな
いこともありました。これからは、さらに学習に
励み、海外で通じる語学力を身につけたいです。
　 ２つ目は、ジェスチャーの大切さです。特にホ
ストファミリーとの会話では、ジェスチャーを交
えながら話してくれたので理解することが簡単に
なりました。
　上記の ２つ以外にも、たくさんのことを学ぶこ
とができました。支援してくださった関係者の人
に感謝し、これからもさらに英語が上達するよう
励んでいきたいです。

肱東中学校

吉良　真
ま

慧
さと

さん

平野中学校

福泉　平
ひら

里
り

さん

新谷中学校

松田　真
ま

緖
お

さん
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　私は、肱川あらしの予
報ナビゲーターとして地
元で活動しています。そ
のため、より多くの人に
肱川あらしのことを知っ
てもらいたいという思い
でこの事業に参加しまし
た。
　私がオーストラリアへ
行って心に残っているこ
とは、ホームステイです。体験活動もとても楽
しくて心に残っているけれど、やっぱり10日間
一緒に過ごした家族のことは忘れられません。
最初はすごく不安で、これからちゃんとやって
いけるかドキドキしたけれど、ホストマザーは
とても優しくて、娘さんのベイリーもフレンド
リーですごく安心しました。ホストファザーに
は、残りの ２ 日間しか会えなかったけれど、す
ごく優しくてこのホームステイ先でよかったな
と思いました。私が持って行った肱川あらしの
DVDも見てもらって、「きれい」「見てみたい」
と言ってもらえてとてもうれしかったです。
　私は、この事業に参加できて本当によかった
と思います。ありがとうございました。

　僕は、今回オーストラ
リアに行かせていただい
て、多くのことを学びま
した。 1つ目は、「人と人
のつながり」です。初め
てのことばかりで、緊張
していた僕に、ホストフ
ァミリーやバディの人た
ちは、笑顔で話しかけて
くれました。その笑顔で、
僕の不安は勇気に変わりました。それから後は、
自分から英語で話しかけることができ、コミュ
ニケーション力を高めることができました。
　 ２ つ目は「文化の違いを理解することの大切
さ」です。そのなかでも、家の中で靴を脱がず
に生活することは、最初すごく変な感じがしま
した。しかし、日が経つにつれてだんだん慣れ
てしまい、日本の家に帰ったときには、靴を脱
ぐことに違和感を覚えました。その国の文化（生
活習慣）に慣れることが、その国を知ることに
つながるということを実感しました。この経験
を、これからの生活に生かしたいと思います。
このような機会を与えていただき、本当にあり
がとうございました。

　私は、この海外派遣で
大切なことをたくさん学
びました。現地では、朝
ご飯はシリアル、昼はサ
ンドウィッチ、夜はパン
と、オーストラリアでし
か体験できないような食
生活を送りました。
　それは日本人の私には
最初は受け入れがたいも
のでした。しかし、ホストファミリーの人が気
を遣って、お米やレトルトの味噌汁など日本食
も作ってくれて本当に優しい家族でよかったな
と思いました。
　学校では、バディをはじめ、他の人たちとも
会話をしたり、勉強したりしました。最後の日、
クラスみんなから手紙をもらってとても感動し
ました。言葉は違っていても「思いやり」「気遣い」
は、世界共通だと今回気付かされました。この
経験をさせていただいた桝山教育振興会、大洲
市、家族をはじめ、すべての人に感謝したいと
思います。そして将来、外国の人と触れ合うと
きには、今回出会った人たちのように、「思いや
り」と「気遣い」を忘れないでいたいです。

大洲東中学校

長谷　　楓
かえで

さん

　今回のオーストラリア
での、10日間のホームス
テイは、私にとって初め
ての経験ばかりで本当に
楽しく、たくさんのこと
を学ぶことができました。
　ホームステイでは、コミ
ュニケーションがとれるか
など緊張と不安でいっぱい
でした。そんな私に優しく
してもらい、本当の家族のように楽しいリラックス
した時間を過ごすことができました。
　ケアンズでの体験活動では、熱帯雨林の町キ
ュランダ、クロコダイル・アドベンチャー、ケア
ンズ市役所、グリーン島などいろいろなところに
行きました。たくさんの貴重な体験ができました。
オーストラリアの小学校での授業でも、日本とは
違うところが多く新鮮でした。
　優しくしてくれたホストファミリー、分かるま
で丁寧に教えてくれたバディ、積極的に話しかけ
てくれたクラスメイト、そのほかオーストラリア
での生活をサポートして下さった人には、本当に
感謝しています。今回のたくさんの出会いをずっ
と大切にしたいです。

長浜中学校

宮岡　萌
も

映
え

さん

長浜中学校

竹内　愛
あ

深
み

さん

肱川中学校

谷田　恵
けい

亮
すけ

さん
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　ケアンズ市内から30分
くらいのところに、私た
ちがお世話になるホーリ
ークロス小学校があり、
その隣にいつも集まる公
民館があった。
　それぞれのホストファ
ミリーは、毎日学校まで
送り迎えをしてくれた。
私は、生徒たちのホスト
ファミリーと出会うこの

時間が大好きで、毎朝「G
グ ッ デ イ

'day,m
メ イ ト

ate!」と元気に
あいさつし、その日の出来事をそれぞれの家族に
伝え、家族からは、家での様子を伝えてもらった。
それぞれの家庭の過ごし方はさまざまだが、生徒
たちのことをラブリーチルドレンと呼び、自分た
ちの子どものように大切にしてくれていた。生徒
たちも、他の家族との生活で疲れることもあった
と思うが、みんな前向きに異文化を楽しんでいた。
　 ２ 週間はあっという間に過ぎ、当たり前の光景
が終わりだと思うととても悲しかった。いつもは
みんなを見送っていた私だが、最後の日は見送ら
れる立場だった。ホストファミリーからは「ラブ
リーチルドレンをオーストラリアに残してほしい」
と頼まれたし、最後まで一緒にいてくれた。私も、
出発の朝ホストファミリーからメッセージカード
をもらったが、涙で読めないほどこのオーストラ
リアの家族が大好きで、楽しい毎日だった。
　 ２週間の滞在だったが生徒たちが経験したこと
はとても濃く、オーストラリアの文化を肌で感じ
取っていた。この地だからこそできる活動を楽し
んだだけでなく、ここで出会った人たちの温かい
心や楽しい会話があったからこそ、こんなに思い
出深いものになったのだと思う。彼らの心の輝き
が見られる瞬間に、同じ気持ちで、同じ場所で生
活できたことにとても幸せを感じる。そして、よ
り多くの大洲の子どもたちに、このホームステイ
を体験してもらいたいと思う。勇気を持って 1歩
を踏み出したら、無限の可能性が広がり、自分の
まわりの世界が広がる喜びを、たくさんの生徒に
感じてもらいたい。

　まだ夜の明けきらぬケ
アンズ空港に降り立つ私
たちを歓迎してくれたの
は、ベストシーズンである
にもかかわらず連日続い
た雨の名残と、名も知ら
ぬ南国の小鳥たちの目覚
めを告げるけたたましい鳴
き声だった。その日から４
日間、私たちは毎日野外
活動を行うことになってい

たが、幸いなことに連日好天に恵まれ、真冬にも
かかわらず日中は汗ばむほどの暑さだった。約 ２
週間の滞在のうち、前半はケアンズにある２ つの
世界自然遺産、キュランダとグレートバリアリー
フ内のグリーン島、ハートレイクロコダイルセンタ
ーを訪れ、広大な熱帯の原生林や世界最大の珊瑚
礁が作り出す景観の素晴らしさを満喫すると共に、
そこに生息する動植物について見識を深めた。ま
た、市役所を訪問した時には、会議場の議長席や
議員席に座らせていただき、議会の進め方や実際
の議事内容について現職議員さんから教えていた
だいた。さらに、環境保護政策が進むケアンズ市
のゴミ処理システムについて、各施設見学を交え
て学んだ。幸運にもその日は、移住者を国民とし
て正式に認める式典が全土であり、私たちも参加
させていただいた。この国の人々の寛容さは、多
民族国家故であることを実感した出来事だった。
　オーストラリアの自然や歴史、文化、人々の生
活などに直に触れるこれらの体験は生きた学習と
なった。その体験を元に進めた英会話学習では、
単に英会話の上達に留まらず、現地の文化や人々
の生活への理解をさらに深めるものとなった。後
半の1週間は小学校の授業に参加し、現地の子ど
もたちと触れ合った。子どもたちは快活ですぐに
派遣生にうち解け、派遣生も積極的に交流し、授
業や遊びを通して友情を深めていった。この絆こ
そ今回の研修の最大の収穫であり、生徒の一生の
財産となった。最終日の校庭で、いつまでも抱き
合い、別れを惜しんでいた子どもたちの姿が、そ
の何よりの証である。

　団長
　肱東中学校

校長　村上　孝
たか

之
ゆき

　引率
　大洲北中学校

教諭　市
いち

尾
お

　寿
とし

美
み

　大洲市中学生海外派遣事業は、公益財団法人　桝山教育振興会の支援を受けて、平成10年度から実施して
います。今年度の派遣で15６人の中学生がこの事業に参加し、海外での貴重な経験をしています。
　テレビや雑誌、インターネットなどで他国の情報を入手することはできますが、実際に体験することは何物
にも代えがたい自分自身の宝物になります。
　これからも大洲市では、世界で活躍する人材の育成を目指して、中学生海外派遣事業を継続して実施します。
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シリーズ

▽
津
波
注
意
報
・
警
報
が
出
た
ら

　

津
波
は
繰
り
返
し
来
襲
す
る
の
で
、

注
意
報
・
警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、

絶
対
に
海
岸
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
「
遠
く
」
よ
り
も
「
高
く
」
へ

文化財

百
ゆ

合
り

谷
たに

の大イチョウ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　河辺町川
かわ

上
かみ

地区の百合谷にある本樹は、根回
り9.₈ｍ、目通り４.7ｍ、樹高約２5ｍで樹齢約２50
年になる雄株のイチョウです。
　東西２２ｍ、南北２₈.5ｍにもなる枝張りは、金

きん

竜
りゅう

寺
じ

のイチョウ（県指定天然記念物）に次ぐもので、
隣接する虚

こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

堂
どう

（市指定有形文化財）の
屋根を覆うほどの大きさとなっています。
　また、本樹の枝には、気

き

根
こん

と呼ばれる大きな
円錐形の突起が垂れ下がっているのが多数見ら
れ、大木らしい雰囲気が感じられます。
　葉の色づく時期には、黄金色に輝く葉と茅

かや

葺
ぶき

の虚空蔵菩薩堂との調和のとれた美しい光景を
見ることができます。

（昭和４7年 9 月1４日指定）

野　鳥

ムギマキ（麦蒔）
スズメ目 ヒタキ科
全長13㎝

　この鳥は、ユーラシア大陸の北東部や樺
から

太
ふと

周辺
で繁殖して、東南アジアなどで越冬する、キビタ
キによく似たヒタキの仲間です。数年前までは、
珍鳥の部類に数えられ、出現すると大騒ぎになる
ことさえありましたが、現在ではバードウォッチャ
ーも増えて、通過する時期さえ見逃さなければ毎
年出合える、普通の野鳥ということが分かりました。
名前の由来は、麦の種をまくころに姿を現わすこと
から、そのまま名付けられたようです。
　昔の人たちは、農作業をするにも季節の移り変
わりをスズメ以下の小さな鳥の出現によって敏感
に読み取り、利用していたのには驚きます。夏の
暑さや、水の冷たさも知らず、年中快適な環境が
当たり前になった現代社会において、今にも消滅
してしまいそうな五感を、今一度よみがえらせる時
期がきているような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日
で
す

防災シリーズ　№ 3
　

愛
媛
県
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被

害
想
定
︵
平
成
25
年
公
表
︶
に
よ
る
と
、

長
浜
港
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ

２
時
間
45
分
後
に
最
高
津
波
水
位
の
３・

８
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
最
大
２
メ
ー
ト

ル
未
満
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
波
か
ら
命
を
守
る
に
は
、
津
波
が

来
な
い
高
い
場
所
へ
避
難
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
地
震
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

避
難
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　根拠のない伝聞や俗説
に惑わされず、気象庁の
津波情報に従って行動し
ましょう。

　津波の危険地域では小
さな揺れでも、まずは避
難を最優先しましょう。

　引き潮がなくても津波
が襲ってくる場合がある
ことを肝に銘じておきま
しょう。

　避難する時間がない時
は、遠くよりも高い所へ
避難しましょう。ここな
ら安心と思わず、より高
い所を目指しましょう。

　海の近くにいる人はただ
ちに海岸から離れましょう。
　津波の危険地域にお住ま
いの人は、避難の準備をし、
高い所へ避難しましょう。

【
津
波
に
備
え
る
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽ 

揺
れ
が
小
さ
く
て
も
津
波
が
来
る
場

合
が
あ
る

▽  

「
津
波
は
な
い
」
と
い
う
俗
説
は
信

じ
な
い

▽
引
き
潮
が
な
く
て
も
津
波
は
来
る

念のため避難
しよう！

高いところへ
避難！

引き潮がなくても
津波は来るよ！

 

津
波
情
報

津波警報！
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シリーズ

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
通
信

増
加
の
一
途

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
、
毎

年
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
認
知
症

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
、
２
０
１
３
年

度
に
１
万
件
を
超
え
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。︵
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ﹃
家

族
や
周
囲
の
”見
守
り
“と
”気
づ
き
“
が

大
切
～
認
知
症
等
高
齢
者
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
が
過
去
最
高
に
!!
～
︵
２
０
１

４
年
９
月
11
日
︶﹄
よ
り
一
部
引
用
︶

　

大
洲
市
で
も
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
全
人
口
の
32
パ
ー
セ
ン
ト
︵
８
月
末

現
在
︶
と
な
っ
て
い
て
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
で
も
昨
年
度
の
相
談
受
け
付
け

１
５
０
件
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
相
談

当
事
者
数
は
41
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。
高
齢
者
自
ら
相
談
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
周
囲
の
人
か
ら
の
相

談
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
日
頃

か
ら
身
近
な
高
齢
者
の
様
子
や
、
言
動

の
変
化
に
気
を
つ
け
、
被
害
に
遭
っ
て

い
る
場
合
に
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
】

▽ 

自
宅
周
辺
に
不
審
な
車
が
あ
っ
た

り
、業
者
の
出
入
り
な
ど
は
な
い
か
。

▽ 

頻
繁
に
宅
配
業
者
な
ど
が
来
て
い
な

い
か
。

▽ 

過
量
に
生
活
用
品
や
食
品
な
ど
が
な

い
か
。

▽
お
金
に
困
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
か
。

　

そ
の
他
、
普
段
の
様
子
と
の
変
化
に

気
づ
い
た
ら
、
声
か
け
や
相
談
窓
口
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。「
気
づ
き
」と「
声

か
け
」
で
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

平
日
午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
５
時

※ 

大
洲
市
で
も
、
９
月
に

現
金
自
動
預
払
機
︵
Ａ

Ｔ
Ｍ
︶
を
使
っ
た
、
振

り
込
め
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
市
役
所
か

ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　今月号の1６ページに掲載してありますが、大洲ま
つりが11月に開催されます。
　商工会議所青年部では、大洲まつりにあわせて「第
２ 回大洲がもっと好きになるクイズ大会」を実施し
ます。昨年は、雨にもかかわらず300人に参加してい
ただき、大洲の魅力を知っていただきました。
　今年も楽しいクイズをみなさんにお届けします。
11月 3 日㈪に油屋駐車場で開催しますので、ぜひご
参加ください。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲1２月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲で栽培されている農産物の中で、愛媛県一位
の出荷量を誇るものはどれでしょうか。答えは２つ。
①　トマト　
②　クリ
③　ナシ　
④　サトイモ
⑤　シイタケ

解答…「②クリ・⑤シイタケ」
解説…シイタケは肉厚で煮ても焼いてもおいしく、11
月には、しいたけフェスタが開催されます。意外と知ら
れていないのが、クリの存在です。高い評価を得てい
る大洲産のクリですが、認知度が低く、ブランド化によ
る知名度向上が課題です。大洲市の風景と農産品を一
緒にＰＲして、観光集客の一翼を担ってほしいものです。

【今月のクイズ】
　大洲藩の総鎮守だった八幡神社では、約300年
続く伝統行事の大名行列を行っています。先頭
の武士団は、独特の歩き方をします。これは、
当時の歩き方を再現していますが、どのような
場面で行っていた歩き方でしょうか。

①　参勤交代をする時
②　殿の警備をする時
③　町の警備をする時
④　刀狩をする時

広報大洲 11月号9



シリーズ

【
富
永
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

私
は
、
自
治
会
役
員
と
し
て
12

年
間
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
治
会
活
動
は
、
安
心
安

全
で
連
帯
感
の
も
て
る
地
域
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
最
初
の
取
り
組
み
と
し

て
、
分
館
施
設
に
、
コ
ピ
ー
機
、

パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を

購
入
し
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図

り
、
カ
ラ
オ
ケ
設
備
と
防
音
施
設

を
設
置
し
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
一
式
を
整
備
し
、
地
域
内
外
の

交
流
促
進
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
機

平成２5年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ４個人、1団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰

富永　俊
しゅん

平
ぺい

さん
（若　宮）

地域づくりに貢献の
斡
旋
や
防
犯
灯
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
防
災

用
備
品
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
喜

多
小
学
校
の
南
門
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
小
学
生
の
通
学
の
安
全
確
保

と
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
へ
の

避
難
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
種
備
品
な
ど

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
市
か
ら
の
支
援
の
お
か
げ

だ
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
役
員
を
引
き
受
け
て
も

ら
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分

た
ち
で
守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
洲
藩
５
代
藩
主
加
藤
泰
温
は
、
享

保
元
年
︵
１
７
１
６
︶
加
藤
泰や
す

統む
ね

の
嫡

男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
享き
ょ
う

保ほ
う

12
年

︵
１
７
２
７
︶
父
泰
統
が
亡
く
な
る
と

12
歳
で
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
温
が
藩
主
と
な
っ
て
初
め
て
大
洲

へ
入
っ
た
享
保
17
年
︵
１
７
３
２
︶
は
、

城
下
町
で
３
６
０
軒
余
り
を
焼
失
す
る

火
災
が
発
生
し
た
ほ
か
、
夏
か
ら
の
長

雨
と
ウ
ン
カ
が
大
発
生
し
た
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
食
料
不
足
が
深
刻

化
す
る
と
、
大
洲
藩
領
内
で
も
数
多
く

の
飢き

人じ
ん

︵
う
え
た
人
︶・
餓
死
者
が
出

て
お
り
、
大
洲
城
下
だ
け
で
も
飢
人
５

２
１
人
、
餓
死
者
は
19
人
に
の
ぼ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
享
保
の
大
飢
饉
で
す
。

　

さ
ら
に
、
元げ
ん

文ぶ
ん

５
年
︵
１
７
４
０
︶

に
は
、
６
０
０
軒
余
り
の
町
家
が
類
焼

す
る
大
洲
城
下
最
大
の
火
災
が
発
生
す

る
な
ど
、
度
重
な
る
災
害
か
ら
大
洲
藩

の
財
政
は
ひ
っ
迫
し
た
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
藩
で
は
極
度
の
緊

縮
財
政
を
図
る
こ
と
と
し
、
藩
主
を
は

じ
め
台
所
方
の
経
費
ま
で
強
い
制
限
を

加
え
た
ほ
か
、
五
郎
の
玉
川
に
あ
っ
た

御
茶
屋
︵
藩
主
の
別
邸
︶
や
京
都
屋
敷

の
廃
止
を
進
め
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
藩
主
と
な
っ
た
泰
温
は
、

陽
明
学
者
の
三み

輪わ

執し
っ

斎さ
い

を
江
戸
屋
敷
に

招
き
講
義
を
受
け
る
と
、
陽
明
学
の
思

想
に
深
く
傾
倒
し
、
藩
内
に
も
こ
の
学

問
を
広
め
よ
う
と
、
執
斎
の
高こ
う

弟て
い

で
あ

る
川
田
雄ゆ
う

琴き
ん

を
召
し
抱
え
ま
す
。

　

雄
琴
を
召
し
抱
え
た
泰
温
は
、
陽
明

学
を
広
め
る
た
め
に
藩
校
の
建
設
を
計

画
し
、
泰
温
自
ら
率
先
し
て
節
約
を
行

い
建
設
資
金
の
貯
蓄
を
図
り
ま
す
。
よ

う
や
く
延え
ん

享き
ょ
う

元
年
︵
１
７
４
４
︶、
泰

温
は
藩
校
の
建
設
を
命
じ
ま
す
が
、
翌

年
志
し
半
ば
に
し
て
、
江
戸
に
お
い
て

30
歳
の
若
さ
で
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。

遺
骸
は
大
洲
へ
と
運
ば
れ
、
如
法
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

加 

藤 

泰 

温
（
か
と
う
や
す
あ
つ
）

大洲藩主加藤家の文化財（第陸幕）

如法寺にある泰温の墓所

若宮地域自治会前会長
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まちのわだい

おイモと思いを届けます
～「大洲のいもたきセット」初荷出発式～

　大洲旬を愛する会による、いもたきセットの初荷出
発式が、ヤマト運輸株式会社大洲支店にて行われまし
た。
　荷造りでは、白石成

しげ

子
こ

会長が「みなさんでふるさと
の味を楽しんでほしい」と述べ、会員が大洲産サトイ
モやシイタケなどを、一つひとつ思いをこめて箱詰め
しました。

9 月１9日㈮

ルールを守って、安全第一
～交通安全鼓笛パレード～

　河辺小学校・幼稚園の児童・園児による交通安全鼓
笛パレードが行われました。
　パレードでは、校歌やミッキーマウス・マーチなど
全 ４曲を演奏し、沿道の人たちに交通安全を呼び掛け
ました。
　最後に、「交通安全五つの誓い」を元気よく唱和し、
交通ルールを守ることを約束しました。

肱川町の魅力をお届けに
～肱川イベント松山広場～

　肱川町の自然・味・文化を紹介し、観光情報を発信
することを目的に、松山市の道後にあるからくり時計
前で「第２６回肱川イベント松山広場」が開催されまし
た。
　早朝から降っていた小雨は開会と同時にあがり、会
場では多くの観光客と新鮮な野菜を買い求める人な
どでにぎわいました。

9 月２0日㈯

１0月 １ 日㈬

長崎でのナイスショットを誓って
～長崎国体出場報告～

　長崎県大村湾カントリークラブで10月1２日㈰から
1４日㈫まで開催の、長崎がんばらんば国体２01４ゴルフ
競技へ出場する、帝京第五高等学校 ２年生の河合聖

せい

哉
や

さんが市役所を訪問しました。
　河合さんは、7月に高知県で行われた四国ブロック
大会で優秀な成績を収め、国体出場を決めました。長
崎国体での活躍を期待します。

9 月１9日㈮
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おおずニュース

全日本軟式野球大会が40年ぶりに大洲市で開催

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
26
年
度
数
え
年
１
０
０
歳
訪
問

　軟式野球の社会人日本一を決める「天皇賜
し

杯
はい

第６9回
全日本軟式野球大会」が 9月1２日㈮から17日㈬まで、松
山市の坊っちゃんスタジアムをメイン球場として、県内₈
球場で開催されました。
　八幡浜・大洲地区運動公園野球場では、13日㈯に市内
の選抜チームである大洲市役所チームが、平成２４年度の
準優勝チームを相手に初戦を行いました。
　市役所チームは、ヒットで再三ノーアウトのランナーを

出しましたが、決定打を打つことができませんでした。
　一方相手チームは、7回までノーヒットに抑えられてい
ましたが、終盤にホームラン1本を含む集中打で４ 点を
奪う底力を発揮しました。
　最終的には４ 対 0で惜しくも敗れてしまいましたが、
過去の準優勝チームを最後まで苦しめた、地元チームの
活躍が光りました。球場に詰め掛けた多くの観客からは、
両チームの健闘をたたえ温かい拍手が送られました。

　

今
年
で
数
え
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る

市
内
の
長
寿
者
を
顕
彰
し
よ
う
と
、
9

月
16
日
㈫
、
清
水
市
長
と
井
上
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
が
対
象
者
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
顕
彰
は
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
大
正
4
年
生
ま
れ

の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、市
内
対
象
者
８
人
の
家
庭
・

施
設
を
関
係
者
が
訪
れ
、
対
象
者
一
人

ひ
と
り
と
懇
談
し
、
記
念
品
の
贈
呈
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
肱
川
町
山
鳥
坂
在

住
の
和
氣
ハ
ツ
コ
さ
ん
を
訪
問
し
た
清

水
市
長
は
「
朝
晩
涼
し
く
な
り
ま
し
た

が
、体
調
な
ど
お
変
わ
り
な
い
で
す
か
。

近
年
は
人
口
減
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

再
び
活
気
を
取
り
戻
す
肱
川
町
を
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
の
言
葉
に
和
氣
さ
ん
は

「
足
が
少
し
不
自
由
に
な
り
ま
し
た
が
、

耳
は
よ
く
聞
こ
え
ま
す
し
、
何
で
も
好

き
嫌
い
な
く
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
洲
市
で
は
、
高
齢
者
に
も

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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おおずニュース

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て 

～
防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
大
洲
～

広島土砂災害現場に緊急消防援助隊を派遣

　

愛
媛
大
学
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大

洲
市
の
共
催
に
よ
る
「
防
災
キ
ャ
ラ
バ

ン
in
大
洲
」
が
９
月
28
日
㈰
、
大
洲
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

１
５
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
愛
媛
大
学
防
災

情
報
セ
ン
タ
ー
の
二
神
透と
お
る

准
教
授
に
よ

る
「
県
の
地
震
被
害
想
定
と
大
洲
市
の

減
災
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
過

去
の
大
規
模
災
害
や
県
の
地
震
被
害
想

定
を
基
に
、家
庭
で
実
践
で
き
る
防
災
・

減
災
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
山
気
象
台
の
藤
原
清き
よ
し

次

長
か
ら
、
大
雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
、
気
象
庁
が
発
表

す
る
災
害
情
報
の
種
類
や
内
容
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
熱

　 ₈月２0日㈬早朝に大規模な土砂災害が発生した広
島市に、大洲地区広域消防事務組合から緊急消防援
助隊が派遣されました。
 ₈月２1日㈭から30日㈯までの10日間に 3隊15人が
派遣され、菊岡幸

こう

造
ぞう

第 1次隊長、福桝宏
ひろ

昭
あき

第 ２次隊長、
富永真

まさ ふみ

史第 3次隊長から9月 ２日㈫に市長へそれぞ
れの隊からの活動報告がありました。
　愛媛県隊が活動した安佐南区八木地区は想像を絶
する状態で、時折降雨があり隊員の疲労は激しく、退
避命令がかかるなかでの活動となりました。愛媛県隊
は、活動期間中県下 9消防本部延べ151人の隊員が活

動を行い、２人の行方不明者を発見し救出しました。
　災害現場の惨状や行方不明者の捜索活動、土砂の
撤去の様子などについて、現場の地図や写真を示し
ながらの報告に対し清水市長は、「山間部の多い大洲
市でも、地震や大雨の時には土砂災害の発生する可
能性が極めて高い。もし土砂災害が発生した時には、
今回の経験を生かして、被害者の早期発見・早期救
助をお願いしたい」と述べました。
　この災害により、亡くなられた人たちのご冥福を心
よりお祈り申し上げますとともに、一日も早い復興を
祈念します。

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
大
洲
市
消
防
団
の

上
田
恒つ
ね

雄お

副
団
長
が
、
全
国
で
消
防
団

員
が
減
少
す
る
中
、
機
能
別
消
防
団
員

制
度
を
導
入
し
た
大
洲
市
で
は
、
団
員

が
増
加
し
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
を

受
領
し
た
こ
と
や
、
防
災
活
動
を
展
開

す
る
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
と
災
害
協
定
を
締
結

し
て
い
る
ダ
イ
キ
株
式
会
社
に
よ
る
防

災
用
品
の
展
示
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

大
勢
の
人
が
非
常
食
や
防
災
資
機
材
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
平
成
23
年
か

ら
始
ま
り
、
県
内
市
町
で
順
次
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
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おおずニュース

　 9月17日㈬、県立大洲農業高等学校で、雑穀料
理研究家、野菜ソムリエなど食のスペシャリスト
として活躍中の王理恵さんをお迎えし、食に関す
る交流会が開催されました。
　交流会では、食品化学科 3 年生から、地元の伝
統野菜おうど芋料理についての研究活動が発表さ
れました。王さんからは、現在取り組まれている
活動について話をしていただきました。また、父
親の病気療養中に野菜ソムリエとしての知識を生
かし、食事療法により父親を支えた体験談などを
話されました。
　食のプロフェッショナルを目指している高校生
にとって、とても参考になる交流会となりました。

　城山公園の説明板は、大洲城の天守復元に合わ
せて平成1６年に設置し、古絵図を使って大洲城に
存在した櫓

やぐら

や門などの説明をしていました。しか
し近年、盤面が日焼けして説明書きや写真が見づ
らい状態でした。
　今回新しい説明板（1₈枚）を製作するにあたり、
帝京冨士高等学校の平井一

かず

博
ひろ

先生と、姉妹校であ
る韓国の安

アン

山
サン

江
カン

西
ソ

高等学校からの留学生、朴
パク

惠
ヘウォン

元
さんと卞

ビョン

閑
ハン

松
ソン

さんに協力していただきました。櫓
や門などの名称説明に、新たにハングル文字を取
り入れた説明板が完成しました。
　大洲城へお越しの
際は、公園の新しい
説明板もぜひご覧く
ださい。

【問い合わせ先】
都市整備課
☎２４－1719

王理
り

恵
え

さんを迎えて城山公園の説明板が新しくなりました

第
26
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

　
「
龍
馬
を
語
る
夕
べ
」
が
９
月
27
日

㈯
に
、
演
歌
歌
手
の
大
林
幸こ
う

二じ

さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
林
幸
二
き
ま
ぐ
れ
歌
謡
シ
ョ
ー
」

と
題
し
た
第
一
幕
で
は
、
前
夜
祭
恒
例

の
曲
と
な
っ
て
い
る
大
林
さ
ん
の
「
奔は
し

れ
！
龍
馬
」
を
始
め
、
歴
史
を
題
材
に

し
た
歌
や
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
は「
奔

れ
！
龍
馬
」
を
参
加
者
全
員
で
歌
い
、

翌
日
の
完
全
踏
破
に
向
け
気
持
ち
を
一

つ
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

28
日
㈰
に
は
、「
第
26
回
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
で
行
わ
れ
た
出

立
式
で
は
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、
松

山
市
か
ら
参
加
の
川
崎
敏と
し

彦ひ
こ

さ
ん
玉た
ま

枝え

さ
ん
ご
夫
妻
が
、
力
強
い
完
全
踏
破
宣

言
を
行
い
、
そ
の
後
龍
馬
役
を
先
頭
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

約
３
０
０
人
の
参
加
者
は
、
Ａ
コ
ー

ス
︵
榎
个
峠
～
泉
个
峠
︶
と
Ｂ
コ
ー
ス

︵
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
～
泉
个
峠
︶
の

２
コ
ー
ス
に
別
れ
、
涼
し
い
風
が
吹
く

秋
晴
れ
の
な
か
、
約
１
５
０
年
前
に
坂

本
龍
馬
が
脱
藩
し
た
河
辺
の
道
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
歩
き
ま
し

た
。
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Information

　
【
土
砂
災
害
緊
急
周
知
】
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

土砂災害の前兆現象　こんな現象を見たら…聞いたら…早めに避難しましょう。

▽斜面から水が湧き出る。
▽木が揺れたり傾いたりする。

▽小石がパラパラ落ちてくる。
▽斜面にひび割れができる。

▽ 雨が降り続いているのに、川や沢
の水が減る。

▽ 焦げ臭いにおいや土のにおいがする。

▽川の水がにごり、木が流れてくる。
▽山鳴りや、地鳴りがする。

▽ 地面にひび割れ、段差ができる。
▽ 池の水がにごったり、減ったりする。

▽地鳴りや、山鳴りがする。
▽木の根が切れる音がする。

がけ崩れ土石流地すべり

▽早め早めの避難で身を守る。▽「土砂災害危険箇所」を確認する。

　土砂災害の人的被害の多くは、木造建物
の1階で発生しています。避難所へ行くこ
とが困難なときは、近くの頑丈な建物に避
難しましょう。それも無理なときは、でき
るだけ２ 階以上で、崖から遠い部屋にいる
ようにしましょう。

　土砂災害の危険や不安を感じたら、たと
え警報や注意報が出ていなくても、早め早
めに避難することが大切です。災害が発生
する前に、落ち着いて行動しましょう。

　土砂災害の約 ６ 割は、土砂災害危険
箇所で発生しています。お住まいの場
所が、土砂災害の危険箇所にあるかど
うか、普段から確認しておきましょう。
　合わせて、近くの緊急避難場所と避
難所を確認して避難に備えましょう。
　「土砂災害危険箇所」と「緊急避難
場所・避難所」は、愛媛県と市公式ホームページで確認で
きます。また、土砂災害危険箇所マップは、お近くの公民
館でも確認することができます。
　その他、ご不明な点がありましたら危機管理課までお問
い合わせください。（危機管理課☎２４－17４２︶

【愛媛県ホームページ】　
土砂災害危険箇所マップ
http://www.pref.ehime.jp/h４0700/57４3/dmap/

【大洲市ホームページ】
大洲市土砂災害危険箇所マップ
http://www.city.ozu.ehime.jp/life/guide/bosai_map.html
避難場所・避難所一覧
http://www.city.ozu.ehime.jp/file/block_４19₈7_01.pdf

どんなときも命を守る行動を！

「イラスト提供：NPO法人土砂災害防止広報センター」
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お し ら せ

　大洲まつり・おおず浪
ろ

漫
まん

祭が開催されます
　11月２日㈰・3日㈪の２日間、大洲最大の秋祭りで
ある大洲まつりが今年も開催されます。
　肱川緑地公園での「おまつり村」では、郷土芸能の
発表会や滋賀県高島市の物産販売、大名行列などイベ
ント盛りだくさんです。
　おはなはん通りを中心に開催される「おおず浪漫祭」
では、なつかしの露店が立ち並び、会場周辺を人力車
が走るなど昔懐かしいレトロな町並みが再現されます。
　そのほかにも、昭和初期を彷

ほう

彿
ふつ

させるボンネットバス
が、11月3日限定で走行しますので、ぜひお越しください。
▽大洲まつり
　11月 ２ 日㈰～ 3日㈪
　※ ２日には大名行列を開催
▽おおず浪漫祭
　11月 3 日㈪　午前10時～

【問い合わせ先】
 大洲まつり
　大洲商工会議所　　　☎２４－４111
 おおず浪漫祭
　観光まちづくり課　　☎２４－1717

Ｈ
25
【
推
薦
】
け
あ
ら
し
に
乗
る

　

今
年
も
、「
肱
川
あ
ら
し
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

11
月
１
日
㈯
～
平
成
27
年
１
月
31
日
㈯

【
規　

格
】

▽  

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
︵
ワ
イ
ド

四
つ
切
可
︶

▽ 

デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
い
ず
れ

の
応
募
も
可
。
画
像
の
修
正
は
不
可
。

【
賞
】︵
入
賞
は
、
１
人
１
賞
︶

推
薦　

１
名　
　

賞
状
と
賞
金
２
万
円

特
選　

２
名　
　

賞
状
と
賞
金
１
万
円

準
特
選
３
名　
　

賞
状
と
賞
金
３
千
円

佳
作　

５
名　
　

賞
状
と
特
産
品

【
発　

表
】
平
成
27
年
２
月
下
旬

愛
媛
新
聞
紙
上

︵
入
賞
者
に
は
、
直
接
通
知
し
ま
す
。︶

【
応
募
上
の
注
意
】

▽ 

応
募
作
品
は
、１
人
３
点
ま
で
と
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
中
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
も
の

▽ 

応
募
作
品
に
人
物
が
写
っ
て
い
る
作

品
は
、
本
人
︵
被
写
体
︶
の
承
諾
を

得
た
上
で
応
募

▽ 

応
募
作
品
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影

し
た
も
の
︵
他
人
の
名
前
を
使
用
し

た
場
合
は
失
格
︶

▽   

応
募
票
に
必
要
事
項
︵
題
名
・
氏
名
・

特別割引のお知らせ
～大洲城・臥龍山荘～
　大洲城と臥龍山荘では、大洲まつり特別企画と
して、割引サービスを実施します。

【日　時】11月 3 日㈪　午前 9時～午後 5時
（※札止め午後 ４時30分）
【観覧料】
▽大人　２00円（通常500円）
▽小人　100円（通常２00円）

【問い合わせ先】大洲城管理事務所　☎２４－11４６

　

肱
川
あ
ら
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

住
所
・
電
話
番
号
・
撮
影
年
月
日
︶

を
明
記
の
う
え
、
作
品
裏
面
に
貼
付

▽ 

応
募
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側
に

帰
属

▽ 

入
賞
者
は
、
所
定
の
日
ま
で
に
ネ
ガ

ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
を
提
出

▽
応
募
作
品
の
返
却
不
可

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
番
地
の
３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会
︵
長
浜
支
所

内
︶

☎
�
１
１
１
１
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Information

　

も
み
じ
ま
つ
り

　

11
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰
の
期
間
中
、

新
谷
稲
荷
山
公
園
と
白
滝
公
園
で
、
恒

例
の
も
み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

稲
荷
山
公
園
に
は
、
樹
齢
約
２
０
０

年
の
楓
な
ど
約
３
０
０
０
本
の
も
み
じ

が
あ
り
、
紅
葉
の
時
期
に
は
神
社
境
内

を
中
心
に
朱
に
染
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
滝
公
園
は
、
滝
と
紅
葉
が

楽
し
め
る
公
園
で
、
夜
に
は
滝
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
辺
り
は
幻
想
的
な
空

間
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
名
物
も
み
じ
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う

の
販

売
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

名　　　　称 新谷もみじまつり 白滝もみじフェスティバル

場　　　　所 稲荷山公園 白滝公園

行　　　　事

▽もみじ観葉会
　11月13日㈭　　　　　正午～

▽県立大洲高等学校　茶道部　野
の

点
だて

　11月1６日㈰　　　　　午前11時～

▽三味線・民謡・大正琴などの発表会
　11月２４日（月・振替）　午後 0時30分～

▽滝ライトアップ
　11月 1 日㈯～ 30日㈰　 午後5時～10時

▽滝まつり
　11月1６日㈰　　　　　　午前 9時～

▽るり姫まつり
　11月２3日（日・祝）　　　午前 9時～

問い合わせ先 大洲市観光協会　☎２４－２６６４ 大洲市観光協会長浜支部　☎5２－1111

　第３０回　肱川ふれあいまつり

　肱川地域最大のイベント「肱川ふれあいまつり」
は、市内外から来場されたみなさんや、子どもから
お年寄りまでさまざまな世代との交流を図ろうと、
毎年開催されています。
　また、来ていただいたみなさんに肱川の自然豊か
な景色や風を感じていただくこと、肱川流域におけ
る観光資源の再活用や地域の振興も目的のひとつ
としています。
　今年は徳永ゆうきさんをメインゲストに迎え、ステー
ジショーやもちまき、お楽しみ抽選会を予定しています。
　地元肱川や北海道えりも町の特産品の販売、各種
団体による出店のほか、楽しいイベントが盛りだくさ
んです。ご近所お誘いあわせのうえ、お越しください
ますようご案内します。

【日　時】
11月30日㈰　午前10時～　※雨天決行

【場　所】
大洲市立風の博物館・歌麿館横「風のり広場」

【問い合わせ先】
肱川ふれあいまつり実行委員会
（肱川支所地域振興課内）
☎3４－２311（内線1２3）
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お し ら せ

【問い合わせ先】 高齢福祉課　☎２４－171４

【日　時】　１１月 ９ 日 （日） 午前１０時～午後 3 時
【会　場】　総合福祉センター

　

今
回
、「
市
民
の
つ
ど
い
」
に
あ
わ
せ
、
資
源
の
有
効

利
用
と
環
境
汚
染
防
止
を
図
る
た
め
、
小
型
家
電
の
イ

ベ
ン
ト
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

小
型
家
電
に
は
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど

の
有
用
な
金
属
を
含
む
一
方
で
、
鉛
な
ど
有
害
な
も
の

も
含
む
た
め
、
適
正
な
処
分
が
必
要
で
す
。　
　

　

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
回
収
対
象
品
目
の
例
】

電
話
機
、
携
帯
電
話
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
子
書
籍
端
末
、
電
子
式
卓

上
計
算
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
扇
風
機
、
電
気
除
湿
機
、

電
気
ア
イ
ロ
ン
、電
気
掃
除
機
、電
子
時
計
、電
気
時
計
、

電
子
楽
器
、電
気
楽
器
、ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
電
子
玩
具
、

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
付
属
品

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品

　

 

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機

▽
事
業
用
の
も
の

　

事
業
用
で
使
用
さ
れ
た
小
型
家
電

【
個
人
情
報
に
つ
い
て
】

　

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
個
人
情
報
を
含
む
小
型
家

電
は
、
必
ず
個
人
情
報
を
消
去
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係　

☎
㉔
１
７
１
３

　福祉と健康づくり「市民のつどい」を開催します

☆健康・相談コーナー
　 介護、福祉、年金、運動、 
　骨密度測定、血糖測定、
　薬膳料理など 

☆人権啓発コーナー
　人権パネル展、しおり作りなど
☆生活環境コーナー
　使用済み小型家電回収

☆フリーマーケット
　家庭の不用品などを販売
☆展示・即売コーナー
　 手作り作品・食品などを販売

催
し
物
一
覧

池田　清彦　先生

記 念 講 演 会 開　演　　午後 １ 時～ ２ 時30分（ 4 階多目的ホール）
講　師　　池田　清

きよ

彦
ひこ

 先生（生物学者・早稲田大学教授）

演　題　　「健やかに老いる」
（プロフィール）
　19４7年　東京に生まれる
　東京教育大学理学部生物学科卒、東京都立大学大学院理学研究科博士課程生物
学専攻単位取得満期退学、理学博士。
　山梨大学教育人間科学部教授を経て、現在、早稲田大学国際教養学部教授、山
梨大学名誉教授。
　専門の生物学分野のみならず、科学哲学、環境問題、生き方論など、幅広い分
野に関する６0冊以上の著書を持つ。新聞、雑誌、テレビなどでも活躍している。
現在、夕刊フジに『今宵学べる生物学』を連載中のほか、フジテレビ系「ホンマ
でっか！？ＴＶ」にも出演中。また、ニフティの「新おとなの学び場｣で、メルマ
ガ『池田清彦のやせ我慢日記』を隔週で配信中。
　著書　『構造主義生物学とは何か』『構造主義科学論の冒険』『「進化論」を書き
換える』『やがて消えゆく我が身なら』『新しい環境問題の教科書』『すこしの努力
で「できる子」を作る』『この世はウソでできている』ほか。

　

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す
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Information

投
票
で
き
る
人

【
年　

齢
】

平
成
26
年
11
月
16
日
現
在
、
満
20
歳

以
上
の
人
︵
平
成
６
年
11
月
17
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
︶

【
住　

所
】

平
成
26
年
７
月
29
日
ま
で
に
大
洲
市

に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き

住
所
を
有
す
る
人
で
、
大
洲
市
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

【
県
内
の
他
市
町
へ
転
出
し
た
人
】

　

平
成
26
年
７
月
30
日
以
降
に
県
内

の
他
市
町
へ
転
出
︵
１
回
限
り
︶
し
た

人
で
、
大
洲
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
、
大
洲
市
で
投
票

で
き
ま
す
。
た
だ
し
投
票
す
る
に
は
、

い
ず
れ
か
の
市
町
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
愛
媛
県
内
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」︵
県
内
市
町

で
無
料
発
行
︶
が
必
要
で
す
。

選
挙
の
日
程

【
投
票
日
時
】
11
月
16
日
㈰

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
一
部
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
あ
り

　

 ︵
投
票
所
入
場
券
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
︶

【
告
示
日
】
10
月
30
日
㈭

期
日
前
投
票

　

選
挙
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理

由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
お
よ
び
場
所
】

▽
10
月
31
日
㈮
～
11
月
８
日
㈯

　

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
11
月
９
日
㈰
～
11
月
15
日
㈯

　

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

　

長
浜
体
育
館
１
階
会
議
室

　

肱
川
支
所
３
階
会
議
室

　

河
辺
支
所
２
階
会
議
室

【
時　

間
】

　

い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
も
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時
で
す
。

※ 

青
島
在
住
の
人
は
、
11
月
６
日
㈭
の

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
青
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
も
投
票
で
き
ま
す
。
な
お
、
悪
天

候
時
は
、
翌
日
に
な
り
ま
す
。

開
票
に
つ
い
て

【
日　

時
】�

11
月
16
日
㈰

　
　
　
　

  

午
後
９
時
～

【
場　

所
】
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
６
０

　

11
月
16
日
は
愛
媛
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

　大洲市菅田町出身で、全国的に高名な作家である
村上護さんをたたえ、記念講演会および記念展示を
入場無料で行います。

記念講演会
【日　時】11月２9日㈯　午前10時～
【場　所】菅田公民館大ホール
【講　師】澄田恭

きょう
一
いち
　先生

【演　題】
「ふるさとの生んだ

作家・俳人　村上護さんの人と業績」

記念展示
【期　間】11月２7日㈭～ 1２月２ 日㈫

午前 9時30分～午後 ６時
※1２月 1 日㈪は、図書館休館日です。

【場　所】市立図書館コミュニティホール

【問い合わせ先】
菅田公民館　☎２5－２901　市立図書館　☎59－４111

村上護さんプロフィール

　昭和1６年11月２₈日菅田村（現在の大洲市菅田町）
に生まれる。
　菅田小学校・菅田中学校・大洲高等学校普通科を
卒業後、愛媛大学教育学部に入学。
　大学卒業後、県立津島高等学校教諭となるが、心
に期するところがあり上京。その後、アジア放浪を
期に異端の人物に興味を持ち、自由律俳句の種

たね

田
だ

山
さん

頭
とう

火
か

の生涯を研究。昭和４7年のデビュー作評伝「放
浪の俳人山頭火」（東都
書房）は、ベストセラー
になる。山頭火研究の第
一人者である。
　平成２5年 ６ 月２9日午前
11時 9 分すい臓がんのた
め死去。
　大洲には多くの友人知
人があり、その死を悼ん
だ。

　村上護
まもる

さんの記念行事を行います
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お し ら せ
　

市
で
は
、「
大
洲
市
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、
長
期
未

着
手
と
な
っ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
を
段
階
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
若
宮
東
大
洲
線
の
線
形

変
更
︵
市
決
定
︶、
こ
れ
に
伴
う
大
洲

徳
森
線
の
幅
員
変
更
︵
県
決
定
︶
の
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、「
説
明

お
よ
び
意
見
陳
述
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　
�

大
洲
都
市
計
画
道
路
（
若
宮
東
大
洲
線
・
大
洲

徳
森
線
）
の
変
更
に
か
か
る
説
明
お
よ
び
意
見

陳
述
会
の
開
催
に
つ
い
て　

変
更
案
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
26
日
㈬

午
後
７
時
～

【
場　

所
】
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
２
４
１
︶

 

いよ大洲駅 

若宮東大洲線
（線形の変更）

総合体育館 

総合福祉 
センター 

大洲中央 
病院

大洲徳森線（幅員の変更）

大洲農高 

国
道

56
号

ふ
れ

あ
い

南
通

り
　「えひめ男女共同フェスティバル２01４」が、11
月２9日㈯と30日㈰に開催されます。展示や販売、
体験コーナーなどのイベントが盛りだくさんで、
30日には基調講演も実施します。
フェスティバル基調講演

【日　時】11月30日㈰
午後 1時30分～ 3時

【講　師】里中　満
ま

智
ち

子
こ

さん（漫画家）
自分らしく生きる
　　　～ヒロインの意志を描く漫画家として～

【申込方法】
　往復はがき（1 人につき 1 枚）で申し込んで
ください。
※ 11月 1 日㈯から募集開始の予定で、定員300人

になり次第締め切ります。詳細は、下記まで
お問い合わせください。

【問い合わせ先】
公益財団法人えひめ女性財団
☎0₈9（9２7）5111
℻0₈9（9２６）1６６1
http://www.ehime-joseizaidan.com/

　おじいちゃんやお父さんと一緒に、和楽器の
尺八を作って吹いてみませんか。共同で作業を
することで、新しい発見が生まれるかもしれま
せん。参加無料で、作った尺八はプレゼントし
ます。ご家族おそろいでご参加ください。

【日　時】11月 9 日㈰
午前10時～正午（午前9時30分受付開始）

【場　所】国立青少年交流の家
【講　師】橋本　岳

がく
人
じん
山
ざん
　先生

　　　　（愛媛大学非常勤講師）
【定　員】２5組75人※先着順
【申し込み・問い合わせ先】
一般社団法人愛媛県法人会連合会
愛媛県少子化対策事業
愛
え
顔
がお
のイクジイ・イクメン応援事業

☎0₈9（933）559６ ℻0₈9（9４7）４２51
Mail iku-m5@csc-ehime.jp
HP http://ikuzy.ehime-ikumen.com/
Facebook.com/ikuzy.ehime.ikumen

　�えひめ男女共同フェスティバル２０１４開催 　�「パイプで尺八！作って吹いてみよう！」
参加者募集

位　置　図
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Information

　健全化判断比率および資金不足比率について（平成25年度）
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成25年度決算による比率などを公表しま
す。下表のとおり、大洲市の指標はいずれも国が定める基準値を下回っています。
　しかしながら、実質公債費比率は、県内他市町（平均11.0パーセント）と比較すると高い水準ですので、
引き続き財政の健全化に努めます。

【用語の解説】
　（実質赤字比率）
　　一般会計等の赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（連結実質赤字比率）
　　全会計の連結ベースでの赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（実質公債費比率）
　�　一般会計等だけでなく、繰出金のうち公営企業債の償還に充てた額を含めた一般会計等の実質的な
借入金の返済額が、どの程度あるかを示す指標

　（将来負担比率）
　�　一般会計等が将来負担する見込額（地方債残高、公営企業債のうち一般会計等負担額、職員退職手
当予定額など）がどの程度あるかを示す指標

　（資金不足比率）
　　各公営企業の資金不足額が、それぞれの事業の規模に対してどのくらいの割合になるかを示す指標

指　　標 25年度数値① 早期健全化基準 財政再生基準 前年度の
数値②

比　較
①－②

実 質 赤 字 比 率 － 12.72 20.0 － －
連結実質赤字比率 － 17.72 30.0 － －
実質公債費比率 13.5 25.0 35.0 15.0 ▲　1.5
将 来 負 担 比 率 57.1 350.0 79.1 ▲　22.0

会　計　名 数　値 経営健全化
基準 会　計　名 数　値 経営健全化

基準
大 洲 市 簡 易 水 道
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０.0

大 洲 市 温 泉
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０.0

大 洲 市 港 湾 施 設
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 水 道

事 業 会 計 －

大洲市土地区画整理
事 業 特 別 会 計 － 大洲市工業用水道

事 業 会 計 －

大洲市農業集落排水
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 病 院

事 業 会 計 －

大洲市公共下水道
事 業 特 別 会 計 －

（単位：％）

（単位：％）

 ※資金不足額がない場合は、「－」と表示します。

 ※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示します。

資金不足比率

健全化判断比率
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お し ら せ
　

消
防
署
で
は
、
11
月
９
日
㈰
か
ら
15

日
㈯
ま
で
の
一
週
間
、「
も
う
い
い
か

い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ

よ
」
を
平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
傷

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
９
日
㈰
は
「
１

１
９
番
の
日
」で
す
。
適
正
か
つ
迅
速
・

的
確
な
１
１
９
番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

３
つ
の

習
慣
・
４
つ
の
対
策

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　大洲税務署では、下記日程で年末調整の説明
会を実施します。
　各会場の駐車スペースは、数に限りがありま
すので、車での来場はなるべく控えてください。
　また、説明会には、郵送された年末調整・法
定調書関係資料をご持参ください。

大洲市総合福祉センター ４階多目的ホール

【日　時】11月２0日㈭
午前10時～正午・午後 ２時～ ４時

内子町五十崎自治センター 1階共生館ホール

【日　時】11月２1日㈮
午後 ２時～ ４時

【問い合わせ先】
大洲税務署　☎２４－3115

　�平成26年分年末調整説明会のお知らせ

　民生委員・児童委員の退任に伴い、厚生労働
大臣より新たに委員が委嘱されました。
　なお、今回委嘱された委員の任期は、平成２₈
年11月30日までです。

【問い合わせ先】
社会福祉課　☎２４－1715
長浜支所　　☎5２－1113
肱川支所　　☎3４－２3４7
河辺支所　　☎39－２113

　�新たに民生委員・児童委員が委嘱
されました

３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

▽  

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

▽ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▽ 

防
炎
品
の
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー

テ
ン
を
使
用
す
る
。

▽ 
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

▽ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
菜
の
花

の
種
ま
き
を
、
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
10
月
31
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
11
時

︵
受
け
付
け　

午
前
９
時
～
︶

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。軍
手
な
ど
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

　
「
肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん
」
植
栽
会

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川
出
張
所
内
︶

☎
㉕
４
６
４
９

℻
㉕
６
３
６
０

新任委員名 連絡先 担当地区 退任委員名

中尾俊
しゅん

二
じ

２４－0６71 堀の内 1
（喜多地区） 清家重

しげ

昭
あき

（敬称略）
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Information

【
事
業
概
要
】

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
を
地
域
ぐ
る
み
で
整
備
す

る
場
合
、
大
洲
市
有
害
鳥
獣
対
策
推
進

協
議
会
を
通
じ
、
必
要
と
な
る
資
材
を

提
供
す
る
事
業
で
す
。
原
則
と
し
て
、

地
元
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
事
業
要
件
】

▽ 

お
お
む
ね
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
地

を
、一
体
と
し
て
柵
を
設
置
す
る
こ
と
。

▽
受
益
農
家
が
３
戸
以
上
い
る
こ
と
。

▽ 

国
が
定
め
る
費
用
対
効
果
要
件
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
り
ま
せ
ん
か

　
�

～
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設
置
事
業
）
の
募
集
に
つ
い
て
～※ 

耕
作
放
棄
地
が
多
く
見
ら
れ
る
農
地

で
は
、
事
業
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

柵
の
設
置
作
業
は
、地
域
で
行
う
こ
と
。

▽ 

設
置
エ
リ
ア
内
の
農
地
の
地
権
者
か

ら
、
同
意
を
取
る
こ
と
。

▽
柵
の
管
理
は
、
地
域
で
行
う
こ
と
。

【
募
集
期
間
】

　

平
成
27
年
度
に
事
業
実
施
を
希
望
す

る
場
合
は
、
12
月
26
日
㈮
ま
で
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
７

　

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
平

成
26
年
度
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

粟
津
祇
園
太
鼓
保
存
会

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

粟
津
祇
園
太
鼓
保

存
会
は
、
発
足
か
ら

23
年
目
を
迎
え
、
地

域
な
ど
で
開
催
さ
れ

る
お
祭
り
な
ど
を
中

心
に
和
太
鼓
演
奏
を

行
い
、
八
多
喜
独
特

の
郷
土
芸
能
の
創
造

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー　

宝
く
じ
助
成
事
業

　

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

と
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
老
朽
化
し
た
太
鼓
を
修
繕

し
、
太
鼓
用
ケ
ー
ス
お
よ
び
法
被
を
新

調
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
㉔
１
７
１
７

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は
？

　

住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支

援
す
る
事
業
で
す
。

　

財
源
に
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け

入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　新たな定期予防接種が始まりました
　該当者には、 9 月下旬に案内を送付しています。
早目に予防接種を済ませましょう。
 水痘（水ぼうそう）予防接種 

【対象者】
▽ 1歳から ２歳の幼児（接種回数 ２回）
▽ 3歳から ４歳の幼児（接種回数 1回）
※ 3 歳から ４ 歳の幼児の接種期間は、平成２7年 3 月
31日㈫まで

【接種場所】指定医療機関
【接種料金】無　料
【持参するもの】
▽母子健康手帳、予診票、接種券

【注意点】
▽ 今までに、水痘（水ぼうそう）にかかったことが
ある幼児は対象外です。

▽ 今までに、任意接種で水痘（水ぼうそう）予防接種
を受けたことのある幼児は、接種回数が変更になる
場合や、接種が不要になる場合があります。

 高齢者の肺炎球菌感染症予防接種 
【対象者】
▽ 今年度中に６5歳、70歳、75歳、₈0歳、₈5歳、90歳、
95歳になる人および100歳以上になる人

※ 今年度対象となる人には、個人通知で送付しています。
▽ ６0歳以上６5歳未満の人であって、心臓・腎臓もし
くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウィルスに
よる免疫の機能に障害を有する人

※インフルエンザ定期接種対象者と同様
【接種期間】平成２7年 3 月31日㈫まで
【接種場所】指定医療機関
【接種料金】４,000円
※生活保護世帯は無料です。

【持参するもの】
▽予診票兼通知書
▽高齢者肺炎球菌感染症予防接種券
▽高齢者定期予防接種カード

【注意点】
　過去に、２3価肺炎球菌莢

きょう

膜
まく

ポリサッカライドワク
チン「ニューモバックスⓇNP」を接種している人は、
対象外です。

【問い合わせ先】
大洲市保健センター　☎２3－0310
長浜保健センター　　☎5２－3055
肱川保健センター　　☎3４－２3４0
河辺保健センター　　☎39－２113
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お し ら せ

無料法律相談
時　11月20日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111
市民法律相談
時　11月22日㈯
　　午前10時～午後 ４時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　11月 5 日㈬ ･ 1４日㈮ ･ ２６日㈬
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　11月11日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0₈9 ︵9２5︶ 5105
人権相談
大洲地域
時　11月２0日㈭　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２階）
時　11月1４日㈮　午前10時～正午
場　菅田公民館
長浜地域
時　11月２1日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館
河辺地域
時　11月10日㈪　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　市役所人権啓発課
　　☎２４－17４６
行政相談（総務省）
大洲地域
時　11月２0日㈭　午前 9時～正午
場　市役所 3階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎２４－17２４
長浜地域
時　11月２₈日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎5２－1111
肱川地域
時　11月 5 日㈬
　　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　11月10日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－２11２
不動産無料相談
時　11月17日㈪
　　午前10時～午後 ４時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－17４7
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日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館

■＝11月の休館日
〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館します。

※�このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架
しています。）　図書館のホームページで図書の検索
ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　世界ではいま、アメリカ、中国、
ロシアなどを中心に、月の探査・
開発をめぐる競争が始まってい
る。世界はなぜ月をめざすのか? 
日本は何をめざせばよいのか? 
「かぐや ２」計画に携わる著者が
示す「宇宙大航海時代」の針路。

　真剣仕合、藩命、果し合い、
介錯…。武家としての生き方に
縛られながらも、己れの居場所
を摑もうともがき続ける武士の
姿を浮き彫りにした本格時代小
説全 ６編を収録。『小説新潮』掲
載を書籍化。

　家族の写真、お父さんのメガ
ネ、着物が入っていたタンスの
取っ手…。ひいばあちゃんの宝
物のかんかんには、たくさんの
思い出と秘密が入っている。女
の子とひいばあちゃんの会話が
楽しい、あたたかな絵本。

世界はなぜ月をめざすのか
佐伯 和人著　出版：講談社

約定
青山 文平著　出版：新潮社

ひみつのかんかん （絵本）　　
花山 かずみ作　出版：偕成社

11月展示

息抜きに一冊どうですか

一般：『いい夫婦の日～いちばん近くにいる人～』
　毎年11月22日は、「いい夫婦の日」です。おしどり夫婦、
年の差夫婦、似たもの夫婦、世の中には、いろいろな夫
婦の形があります。今月は「いい夫婦の日」にちなんで、
夫婦について語ったエッセイや手記、いろいろな夫婦が登
場する小説の展示と貸し出しを行います。新婚の人も、長
年連れ添った人もぜひ手にとって読んでみてください。夫
婦の在り方について考えてみるのもいいかもしれません。

児童：�『本で笑顔に！～ユーモア・ナンセンス絵本～』
　「笑い」は、わたしたちに心豊かな楽しい時間を与え
てくれます。図書館には「アハハ」と声を出して笑って
しまう絵本や、思わず「クスッ」となるちょっと笑える
奇想天外な絵本がたくさんあります。みんなが楽しめて、
笑顔になれる絵本の展示と貸し出しを行います。元気い
っぱい笑って、寒い冬に備えましょう。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

【2014読書週間ポスター】

　いろいろな知識や物語がたくさん詰
まった本の世界。
　新しい世界をめぐるというのは、い
くつになってもワクワクしますね。
　10月２7日㈪から11月 9日㈰は、第６₈
回秋の読書週間です。
　皆さんも本の世界への1ページをめ
くってみませんか。

　勉強や仕事に疲れたとき、よいアイデアが出ないときな
ど、気分転換に本を読んでみてはいかがでしょう。
　この秋から、市立図書館 ２階学習コーナーに、図書館職
員が作ったPOPを掲示しています。図書館のPOPは、おす
すめ本の魅力を伝えるメッセージカードのことです。各学
習席の前面に、中学生以上の人が楽しめる本を紹介してい
ます。今後も随時更新していく予定です。
　たまにはふっと力を抜いて、顔を上げて見てみてくださ
い。リフレッシュできる一冊に出会えるかもしれません。

“めくる めぐる 本の世界”
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保健センター
大洲市保健センター☎₂₃ー₀₃₁₀（大洲地域）
長浜保健センター　☎₅₂ー₃₀₅₅（長浜地域）
肱川保健センター　☎₃₄ー₂₃₄₀（肱川地域）
河辺保健センター　☎₃₉ー₂₁₁₃（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
2 日㈰ 守 口 小 児 科 ※ ︵八幡浜市︶ ☎₀₈₉₄︵2₄︶₇₇₇₀�
₃ 日㈪ 大洲ななほしクリニック ︵東 若 宮︶ ☎₀₈₉₃︵2₅︶₇₇1₀
₉ 日㈰ ご と う 小 児 科 ︵東 大 洲︶ ☎₀₈₉₃︵2₃︶₀₅1₀
1₆日㈰ 山 下 小 児 科 ︵西 大 洲︶ ☎₀₈₉₄︵₆2︶₆₈₀1
2₃日㈰ 八幡浜急患センター※ ︵八幡浜市︶ ☎₀₈₉₄︵2₄︶11₉₉�
2₄日㈪ さわい小児科医院 ︵ 中 村 ︶ ☎₀₈₉₃︵2₄︶₇₅₃₀�
₃₀日㈰ ごうお小児科医院 ︵西 大 洲︶ ☎₀₈₉₃︵2₄︶₃₉₃₆�

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

11月の各種検診（健診） 

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
5日㈬

午後 1時～
1時30分

大洲市
保健センター

４か月児健診　　　（２６年 ６ 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル1２日㈬ 10か月児育児相談（２６年 1 月生）

11日㈫ 1歳 ６か月児健診（２5年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類1₈日㈫ 3歳児健診　　　　（２3年10月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌検査・ペプシノゲン検査（追加健診）
実施日 受付時間 場　所 内　　容

1４日㈮
1６日㈰
17日㈪

午前 ₈時30分～
11時00分

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　４0～7４歳の国保加入者／1,000円
　※保険証・受信券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　４0歳以上の人／1,２00円
▽肺がん検診　　　　４0歳以上の人／1,000円
▽大腸がん検診　　　４0歳以上の人／６00円
▽前立腺がん検診　　50歳以上の男性／２,1６0円
▽肝炎ウイルス検診　４0歳以上の人／700円
　※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　75歳以上の人／無料
　※ 75歳以上の人で、日頃、病院にかかっていない人や病院

にかかっているが生活習慣病の治療や検査を受けていな
い人は、特に受診をお勧めします。（後期高齢者医療被
保険者証を必ずご持参ください）

　※今年度一度も受診していない人が対象となります。

　今年度より４0～7４歳の市民を対象に、生活習慣のアンケート調査に参加頂くと胃の健康度を調べる血液検査・ピロリ菌・ペ
プシノゲン検査（約６,000円）が無料で受けられます。特定健診と同時に実施しますので、希望者は大洲市保健センターにお問
い合わせください。

「平成₂₆年度 健やか親子₂１全国大会」
未来へつなげる！愛顔（えがお）の子育て地域づくり　～子どもは地域の宝、母親も地域の宝～

愛媛県開催

【会　場】　ひめぎんホール　松山市道後町 2丁目 5－ 1 【開催日】　11月25日㈫～27日㈭

11月₂₆日㈬　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おすすめ講演会
　１3：00～１4：２0…式典　１4：40～１6：00…特別講演
　【演　題】子育てハッピーアドバイス～子が宝なら、母もまた宝～
　【講　師】明

あけ

橋
はし

　大
だい

二
じ

　先生（子育てカウンセラー・心療内科医、真生会富山病院心療内科部長）

11月₂₇日㈭　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・おすすめシンポジウム
　シンポジウムテーマ「母子保健の推進と地域づくり～地域で子育てを応援しよう～」
　 9：45～１0：２5　シンポジウム第Ⅰ部　基調講演
　１0：30～１２：１0　シンポジウム第Ⅱ部　パネルディスカッション
　【申し込み・問い合わせ先】県健康増進課母子保健係　☎089（9１２）２405
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 ₈時30分～午後 5時15分
場　社会福祉課子育て支援室
問　☎２４－２111 ︵内線1₈5 ･ 1₈₈︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9時～午後 ４時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４5₈0

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 ₈時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 ₈時30分～午後 5時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２４－7₈30

▽物忘れ相談
時　11月２６日㈬　午後 1時30分～ ２時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 ︵内線1６9 ･ 17６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２・ ４・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1時～ ４時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－5６２9
長浜地域
時　11月２₈日㈮　午後 1時～ ４時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－119４
肱川地域
時　11月 5 日㈬　午後 1時30分～ ４時30分
場　肱川公民館 ２階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　11月10日㈪　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－２510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　₀₈₉₃（₂₃）₁₁₅₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈ 時～ ₁₁時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ₉ 時～午後 ₆ 時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　　 地域おこし協力隊

　　　　大
おお

川
かわ

原
ら

和
かず

人
と

 さん (左)
　　　　篠原　正

まさ

樹
き

 さん (右)

がんばるひと
おおずの元気

　私たち地域おこし協力隊は、今年の４月から長浜地域
で活動をしています。２人とも関東地方の出身で、東京
で行われた地域おこし協力隊合同説明会で愛媛県の４自
治体の説明を聞き、大洲に特に興味をひかれ応募をしま
した。四国は、南国で温かいと思っていたのですが、朝
晩と日中の寒暖の差が激しくとても驚きました。
　現在は、青島で畑の開墾や農作業、草刈り、雑木処理
を中心に分担して作業を行っています。農作物は、サツ
マイモや枝豆、キュウリ、トマト、ナスなどの栽培をし
ていますが、ある時、猫にキュウリを全部かじられてい
ました。トマトには全く被害がなく、キュウリだけに被
害があったのでびっくりしました。また、１人で草刈り
をやっていると、草の伸びるスピードがとても速く感じ
られます。
　青島での作業は、島の人たちと交流を図りながら、楽
しく行っています。農作物の種をいただいたり、できた
農作物をおすそわけしたり良好な関係が築けています。
最初は、みなさんの話される、「ねき」や「たちまち」
などの言葉が全く分からなくて困りました。今でも、分
からない言葉や方言を聞いた時は、聞き直すことや会話
の前後の内容から推測することがあります。
　地域おこし協力隊は、毎年契約を更新し３年を限度と
します。そのため、契約の終了する３年後までに、次の
仕事が見つかるか心配していますが、普段の作業をしな
がら、長浜や大洲の良いところを全国に発信したいと
思っています。

　

先
日
知
人
か
ら
「
大
洲
市
の

広
報
紙
で
も
、
内
子
町
の
広
報

紙
の
よ
う
に
特
集
記
事
を
掲
載

す
れ
ば
い
い
の
に
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
毎
号
掲
載
し
て
い
る

の
で
す
が
、
あ
ま
り
認
識
さ
れ

て
な
い
よ
う
で
す
。
担
当
者
と

し
て
は
、
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
今
月
号
の
特
集
は
、
中

学
生
の
海
外
派
遣
事
業
で
す
。

　

私
は
、
海
外
に
出
る
勇
気
が

な
く
て
、
い
ま
だ
に
海
外
旅
行

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

し
た
12
人
の
勇
気
を
見
習
い
、

い
つ
の
日
か
挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

く

　

今
月
号
の
み
な
さ
ん
の
海
外

派
遣
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、
十

数
年
前
、
学
生
時
代
に
韓
国
へ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も

一
週
間
ほ
ど
の
小
旅
行
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
が
…
。

　

異
国
の
生
活
に
直
に
触
れ
る

経
験
は
、
大
き
な
刺
激
に
な
り

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
最
初

の
就
職
先
を
決
め
る
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
お

い
て
も
、
も
し
か
し
た
ら
今
後

の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
経
験

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

や

編
集
後
記


	x4-k-ozu_1411_01
	k-ozu_1411_02-27
	x4-k-ozu_1411_28

